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針江・霜降の水辺景観まちづくり協議会のインフォメーションがホームページと Facebook で見られます。 

http://harie-syozu.jp 

   

 
Kabata-community 

編集：N.M 

カバタ覆い屋 修理例 

 

針江・霜降の水辺景観における整備の重点4 項目 
1. カバタの修理および修景の促進 

2. 河川、水路の維持および整備 

3. 伝統的な建造物の保存 

4. 見学者用便益施設の整備 

 

■整備事業は、整備の基本方針 5項目にそって 

短期 5年、中期 5～６年、長期 10年以上の計 

画で、市と地域が協働し事業を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

                                                                                                                                                  

                                   

                                

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                

            

 

高島市重要文化的景観整備の重点事業 

■針江・霜降地域には、湧水地

から琵琶湖に至る間に大小さ

まざまな河川・水路が巡ってい

ます。住民の手によって水量や

流路等の日常的な点検と清掃

が行われるとともに、定期的な

清掃や藻刈り作業が実施され

てきました。 

■針江・霜降の水辺景観を象徴

するカバタは、地域住民の生活

に直接関わりを持つ、生きた文

化財です。カバタを使い続けて

いくことが重要文化的景観の

本質的な価値を継承すること

につながります。整備計画では 

 

■水辺景観の重要な構成要素

に特定されている伝統的な建

造物は、当地域独自の集落景観

および生活形態を象徴するも

のであり、これらの民家や土蔵

などを修理するにあたっては

現状の形態・意匠、色彩、材料 

 

■水の文化を伝える資料室と

して、針江公民館 2 階（旧さつ

き文庫）を活用する計画を進め

ています。水辺景観関連資料や

環境・歴史・民俗分野等の調査

研究資料の展示と活用ができ

る資料室をめざします。また   

落ち着いた安心で安全な住環   

  

■大切な水辺景観を継承していくためのさま 

ざまな調査検討事項や計画が盛り込まれてい 

ます。 
 
○湖岸のヨシ群落の継続的な管理および保護 

○集落内コンクリート造工作物の見直し 

○水に関わる有形民俗文化財 

（庚申塔、水路内・水路脇の地蔵石仏等）の保存 

○霜降行者堂の民俗学的調査 

○主に霜降区のカバタの調査 

○湧水及び河川水路の湧水量や流量、水質の継続的な調査 

○風水害、地震、火災など防災対策と災害復旧体制の整備 

 
 

カバタの修理基準および修景

基準が設定されており、今後カ

バタの修復等をされる場合は

理解と協力をお願いすること

になります。基準を満たす工事

には国の財政支援があります。 

 

            
 
 

今後も良好な水辺景観が継承

されるとともに河川改修や擁

壁の修理が行われ増水時や災

害時の適切な対応が求められ

ます。また、可能な限り自然石

積み護岸を復活させることを

めざします。 

 

 

を維持し、伝統的な工法により

修理することを基本としてい

ます。また、宗教施設等の修理

は、水路および周辺建物との関

連性を考慮し、古文書・古絵図

の資料や修理履歴の記録等に

基づくこととされています。 

  
 
 

環境を維持していくためには

極端な観光地化に慎重に対応

していかなければなりません

が、来訪者の集落内での散策や

無断駐車などに対応する休憩

所・トイレ・駐車場等の整備も

検討していきます。 
 
 

◆重要文化的景観に選定されて 

１０周年を迎えた令和２年度。コロ

ナ禍で予定していた事業が開催で

きませんでしたが、お盆には針江・

霜降大川一帯で「水辺あかり２０２

０」を実施。子供たちの描いた流し

灯篭と竹灯籠が夏の宵を照らしま

した。引き続き大切な水の文化を  

守り、伝え、活かす、活動を進めて

いきたいと思います。 

◆重要文化的景観に選定された際

に重要な構成要素として認定され

ているカバタ（４５件）などを保 

＊針江・霜降の大川や周辺の水辺環境整
備には、高島市から当協議会に交付され
た国の助成金が活用されています。 

守る。伝える。活かす。 

存修理・修復する場合は、国から経

費の補助を受ける制度があります。 

◆国の認定を受けていないカバタ

や文化的建造物等も調査検討によ

り追加認定が可能です。 

◆「保存修理」、「追加認定」をご希

望の方は、当協議会の役員までご相

談ください。 

    

 
 

水辺景観の関連資料を募集します！ 

■針江・霜降及び周辺の古い写真や資料、文献、水 
辺景観の関連資料をお持ちの方がおられれば、資料 
室に寄付または貸与いただけないでしょうか。 
 
◇例えば・・・・・・ 

針江・霜降の水辺景観 
資  料  室 

２０２０年度 針江・霜降の水辺景観まちづくり協議会 役員  
 
会       長  足立        亨 副会長     伊藤 昭（針江区長） 川島豊彦（霜降区長）  
〔針江〕清水裕之 高田一雄 三宅 進  髙橋正通  森田茂之   
〔霜降〕青木  博 山川 隆 海東 弘 山川友博  

1. カバタの修理および修景の促進 
 

３. 伝統的な建造物の保存 
 

4. 見学者用便益施設の整備 
 

5. その他 

 

2. 河川、水路の維持および整備 
 


